
（公財）全国高等学校体育連盟自転車競技専門部              

 

関係者の皆様へ 

  

アスリートへの写真・動画による性的ハラスメント防止の取組について（通知） 

 

昨今、他競技の大会において、目的を逸脱した写真・動画等の撮影が行われ、興味本位や性的目的で SNS

投稿や WEB 掲載がされている事態が散見されております。 

当専門部においても、選手の人権保護と、競技大会の円滑な運営の観点から、撮影に関して一定のルールを設

定し、関係者にご協力を要請することとなりました。つきましては、趣旨をご理解いただき、ご協力の程をお願いいたし

ます。 

また、大会会場で盗撮等が疑われる行為や、アスリートを傷つけるような興味本位や性的目的の SNS 投稿や

WEB 掲載を見かけましたら、大会主催者（専門部事務局）にお知らせください。  

 

【当専門部が主催・主管する大会における写真・動画撮影について】 

大会期間中、撮影が許可されるのは下記の対象の方に限らせて頂きます。  

① 大会本部より許可された記者、メディア関係者等、ID 所持およびビブスを着けたカメラマン  

② 大会参加校関係者（監督・引率者・チームメイト） 

※ 撮影中、上記に該当するか役員が確認をさせていただく場合があります。  

 

＜注意事項＞  

・選手本人、及び選手の監督等の了解の上、撮影を行ってください。  

・フラッシュ撮影や赤外線撮影装置を利用した撮影は禁止します。  

・フィールド内の撮影は、許可されたメディア関係者のみとし、撮影可能区域のみで行ってください。  

・撮影禁止区域が設置されている場合は、撮影禁止にご協力ください。 

・撮影禁止区域が設置されていない場合においても、競技以外の目的を逸脱した、誤解を招くような撮影は禁止い

たします。 

  ＜競技役員が声をかける場合の例＞ 

・受付していないメディア関係者の方。 

・ビブスまたは ID の着用のない、撮影専門家と推測される方。 

・望遠レンズで特定の選手や競技以外の場所を狙っていると判断される方。 

・不審な撮影行為をしていると判断される方。 

 

 

▶盗撮は迷惑防止条例で犯罪として処罰される可能性があります。 

▶SNS 等で本人の名誉を傷つける書き込みは犯罪（名誉棄損罪）として処罰されるか可能性があります。 

▶匿名による投稿であっても、法的手続により投稿者が特定され、損害賠償請求の対象になる可能性があります。 



 


